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【報告書について】

• 本報告書は「トップスポーツに関する調査表」及び「チームの地域活動に対する意
識調査票」の結果をまとめています。

• 考察編では、2018年度実施の「トップスポーツ組織の地域振興活動に関する調
査」のデータを活用して分析しています。

●第1章：自治体とトップスポーツ組織との連携
●第2章：自治体から見た、チームの地域活動に関する意識
●第3章：自治体の意識とトップスポーツ組織の特徴・活動との関連性
●（参考資料）

【全体構成について】

• 本報告書は以下で構成されています。

【その他】

• 本報告書上における「トップスポーツ組織」とはチーム、クラブ等の活動単位を指す
が、一般的な通念にしたがって本報告書では主に「チーム」と記載しています。

報告書の概要



調査の概要
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【概要】 トップスポーツチーム（日本トップスポーツ連携機構加盟チーム）及びNPBの球団が活動拠点
（ホームタウン等）を有する自治体に対し、トップスポーツチームに対する意識や、チームの地域
活動が自地域にもたらす影響、今後の要望等を明らかにするために実施。
2018年度にトップスポーツチームに対して実施した地域活動に関する調査と比較を行い、チー

ムと自治体双方が求めるベストプラクティスを模索する。

調査手法 ➢ 質問紙を用いた郵送調査

対象地域
➢ トップスポーツチーム（日本トップスポーツ連携機構加盟

チーム）及びNPBの球団が活動拠点を有する自治体
290自治体

サンプル数
➢ 200自治体（回答率68.9％）・278チーム分回答

※自地域内に複数チームがある場合はそれぞれ回答

実施期間 ➢ 2019年2月～3月

調査実施機関 公益財団法人 ヤマハ発動機スポーツ振興財団



主な質問内容 （調査票は「報告編」に記載）
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１）基本属性

✓ 自治体名
✓ 各所掌事務担当部署名

２）基本設問

✓ 自地域のチームに対する認知
✓ トップスポーツを活用した計画の有無
✓ トップスポーツチームに対する目標設定
✓ 参考としている自治体・チーム
✓ スポーツツーリズムについて

３）チームに対する個別設問

✓ チームの地域活動に対する①満足度②重視度③今後の期待
✓ チームの具体的な活動例に対する①満足度②重視度③今後の期待




